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【令和４(2022)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 本研究は、真空紫外領域（波長<200nm）において非線形光学の位相制御技術を用いて、量子効率１の

非線形波長変換を実現することで、任意の単一周波数、波長可変レーザーを実現し、次々世代の周波数

標準と目されるトリウム(Th)原子の核遷移や反水素レーザー冷却など、学術的関心の高い現象の研究

に貢献するものである。 

 

（意見等） 

 本研究の基礎をなす非線形光学過程（パラ水素による高次ラマン変換過程）の操作について可視光域

での原理検証の実験に成功しているが、論文の受理には至っていない。また、この研究成果を真空紫外

域に発展させるために必要となる市販の Q-switched YAG レーザーについて納入が遅延した影響で、本

研究計画の本題である真空紫外域での単一周波数波長可変レーザーのシステム開発が遅れている。可

視光域で得た知見だけでは解決できない真空紫外域特有の問題が出てくると予想されるため、代替の

方法により、早急に真空紫外域での研究を開始することが望まれる。一方で、当初の研究計画を先取り

して分光実験システムの構築が進んでいるなど、順調に研究が進展している部分も認められる。 

 


